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研究の目的、PRポイント
入浴業務における洗体方法や入浴時間の改善をする
ためウルトラファインバブル発生装置を導入した。
その結果、洗体に掛かる時間が減り入浴時間が伸び
たためご入居者の入浴に対する満足度が向上した。
発生装置導入前と導入後でご入居者の入浴方法がど
う変わりご入居者の気持ちや業務にどのように影響
を与えたかについて検証した。

取り組んだ課題
・	洗体による拘縮した部位及び皮膚への負担軽減
・	入浴介助に掛かる時間の短縮による業務改善
・	入浴に対する満足度の向上

具体的な取り組み
・	ウルトラファインバブル発生装置の導入後の効果
の検証

・	検証期間 2022 年 10月～ 2023 年 5月
・	検証人数－入居者延べ 42名、介護職員 10名

活動の成果と評価
・	洗体による身体的負担の軽減
・	満足度の向上
・	入浴介助業務の負担軽減

今後の課題
・	清潔保持しリラックス効果が得られる入浴時間の
検証

参考資料など
・	ウルトラファインバブル発生装置製品資料

4−11 演題 楽	楽	入浴介助

副題 ～ウルトラファインバブルで幸せいっぱい～
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今回の発表施設
またはサービス
の概要

特別養護老人ホーム	新緑の郷	
・事業開始　平成 30年 5月 1日
・入居者定員　本入所 122 名　ショートステイ 14名
・2F ～ 3F　従来型 82床　ショートステイ 14床
・4F ～ 5F　ユニット型 40床




